
病院実習・研修協定書 
社会福祉法人eq \o(\s\up 5(恩賜),\s\do 2(財団))済生会支部神奈川県済生会横浜市東部病院（以下、「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　組織名　　　　　　（以下、「乙」という。）は、「乙」の実習生及び研修生（以下、「研修生」という。）の「甲」施設における　　実習名、研修内容等　　に関し、以下の通り協定を締結する。
（目的）

第１条　本協定は、「乙」が「甲」の同意と協力を得て、「乙」に在籍する研修生の実務研修を「甲」の施設において実施することを目的とする。
（研修の期間）

第２条　本研修の実施期間は平成〇年〇月〇日から平成〇年〇月〇日とする。

（実施場所）

第３条　本研修の実施場所は「甲」施設内、　　　　　研修受入場所　　　　とする。

（監督・指導者）
第４条　「甲」は研修生に対し「甲」の職員の中から適切な能力を有する指導担当者を選任し、研修に必要な指導、注意勧告を実施させるものとする。
（費用）

第５条　「乙」は「甲」に対し研修の謝金が発生する場合は、事前に協議した上で定められた金額を「甲」の定める方法により支払うものとする。

２　前条の他、研修に関してかかる費用は、「甲」、「乙」協議してこれを定める。
（善管注意義務）
第６条　「乙」は、研修生に対して常に善良なる管理者の注意をもって研修にあたるよう指導しなければならない。

（感染管理）

第７条　「甲」は「乙」および研修生に対し、院内における感染管理上、必要な措置を講ずることができるものとする。
２　「乙」は、研修生に対し、「甲」の感染防止対策規程、その他の感染防止対策を遵守するよう指導しなければならない。

（守秘義務）

第８条　「乙」は、研修生に対し、研修期間中に「甲」から提供された資料、情報及び本研修に関連して知り得た「甲」の保有・管理する資料、情報を無断で第三者に開示、漏洩しないよう指導するものとする。

２　「乙」は、本研修で得た成果を自己の成果として学会、その他の場所において第三者に発表する場合は、あらかじめ「甲」の承諾を得るものとする。

（医事紛争）

第９条　「甲」で発生した医事紛争の処理、補償及びその他の措置は、全て甲が行う。

２　研修生に故意または重大な過失がある場合は、「甲」は研修生および「乙」に対して求償権を有する。

３　「乙」は、あらかじめ研修生を賠償責任保険に加入させるよう努める。

（損害賠償）
第10条　「乙」は、研修生が本研修期間中に故意・過失により「甲」に対し損害を与えたときは、賠償する。
２　研修期間中に、「乙」および研修生に何らかの損害が生じた場合、「甲」は故意・過失がある場合を除き、その損害を賠償する責を免れる。
（協定の解除）

第11条　「甲」は、「乙」または研修生が、「甲」の定める「甲」施設内における規則・規程及び本協定に定める義務に反する行為をした場合には、催告を要せず直ちに本研修を終了させるとともに、本協定を解除することができる。

２　「甲」が協定を解除した場合には、協定無効の効力は協定成立時に遡及せず、解除日から生ずるものとする。

　　但し、解除は「甲」の第９条の求償権及び第10条の損害賠償請求権に影響を及ぼさないものとする。

（疑義）

第12条　本協定に定めのない事項、及び本協定に定める事項に疑義が生じた場合には、その都度「甲」、「乙」協議してこれを定める。

この協定の締結を証するため、本書正本を2通作成し、「甲」、「乙」とも記名捺印の上、各々1通を保管する。
平成〇年〇月〇日
「甲」神奈川県横浜市鶴見区下末吉3－6－1
　　　社会福祉法人eq \o(\s\up 5(恩賜),\s\do 2(財団))済生会支部
神奈川県済生会横浜市東部病院
　　　院　長　　三　角　隆　彦　　印

　　　

「乙」　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　印
